
京

芸

で

;
J
Z
iの

雪

三

委

員

っ

た

露

骨

苦

手

で

…

き
お
け
ち
ゃ
の
議
と
互
さ
ら
に
、
ぃ
完
い
に
撃
の
と
れ
ま
な
体
験
を
雲
、
選
ん
で
一
札
一

世
幻
覚
し
、
広
い
刷
出
野
と
向
い
か
な
た
協
均
体
制
が
求
や
り
れ
て
い
ま
ム
去
に
怒
郊
で
き
る
よ
う
、
行
少
年
一

的
織
を
培
い

q

心
身
共
に
織
や
か
い
9
0

者
以
外
局
J
呼
外
に
派
滋
し
て
い
一

に
成
長
す
る
こ
と
や
ぬ
っ
て
い
主
そ
れ
で
は
、
山
市
が
行
っ
て
い
る
ま
す

9
2宅
、
隠
際
将
軍
…

ず

。

ド

H
h
y
和
総
本
γ
一
行
成
泊
施
策
ゆ
宮
内
加
入
刀
内
川
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
体
験
M
J
有
一

一-hie-e
一
世
紀
に
向
け
て
新
た
な
し
ま
L
K
ー

な

ど

で

、

行

h
y
年
潟
市
岬
の
交
流
合
一

歩
み
高
め
た
今
、
必
齢
化
札
会
田

3

〉

3

5
深

め

て

い

ま

す

。

一

の
到
来
、
都
市
《
γ
ス
メ
ヂ
イ
吋
同
刊
行
財
対
副
知
男
主
た
、
秘
祇
活
動
の
研
修
や
一
間
…

ア
の
刷
出
滋
、
閉
山
際
化
努
叶
い
た
M
問
決
{
開
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
推
進
}
必
の
批
判
れ
棋
の
売
を
説
け
て
、
行
少
一

は
大
さ
く
変
わ
り
F

つ
つ
あ
り
主

γ。
京
…
隠
に
持
し
て
は
吋
切
る
い
家
却
の
地
域
活
動
の
機
濯
を
知
っ
て
一

ま
た
、
湾
中
年
を
取
り
叫
甘
く
一
社
会
総
ゆ
っ
く
り
」
合
払
盤
汽
家
庭
生
い
ま
す
。
一

略
取
も
、
子
供
の
減
少
化
、
行
中
演
の
中
で
総
子
の
ふ
れ
為
い
を
同
庁
{
社
会
環
境
浄
化
と
織
機
活
動
の
一

年
の
家
的
地
栄
一
一
的
と
策
放
関
係
、
執
一
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
ヂ
婦
の
主
充
実
強
化
〕
一

巡
い
な
ど
求
総
の
教
明
日
機
援
の
後
ま
り
や
し
つ
げ
な
ど
告
身
に
つ
け
非
行
支
部
川
品
却
し
に
く
い
環
境
づ
一

化
、
河
少
年
の
向
出
品
以
と
家
日
闘
の
役
さ
せ
る
た
め
の
指
導
者
完
結
し
て
く
れ
ソ
と
、
補
議
詩
的
弱
の
克
災
強
化
一

刻
な
ど
争
光
化
売
制
し
て
い
ま
え
い
ま
す
。
を
開
附
る
た
め
、
州
別
報
の
叩
郎
総
に
持
…

そ
こ
に
は
争
く
の
点
m
閣
が
生
じ
て
{
地
域
寸
一
る
み
の
宵
成
活
動
由
強
め
、
関
係
機
問
問
・
印
刷
体
と
と
も
に
、
…

お
り
、
そ
の
四
時
泌
を
解
決
し
な
け
化
}
非
行
妨
ふ
ん
泌
溺
を
泌
両
側
し
て
い
ま
一

れ
ば
な
れ

J

ま
せ
ん
。
地
波
法
、
税
品
開
化
し
て
い
る
地
す
。

こ
の
た
め
、
市
町
民
の
み
な
古
ん
城
教
河
川
の
向
L
L
喧
凶
る
た
め
、
綴
{
青
少
年
活
動
施
設
の
議
儲
及
び

の
ほ
少
年
向
4
1
h
H
リ
成
に
対
ず
る
部
品
別
組
織
抑
制
時
効
を
治
川
町
川
町
に
滋
め
滋
営
}

鮮
や
求
め
る
と
対
抗
吋
に
、
新
し
い
る
と
と
も
に
、
庁
少
梓
的
活
動
へ
庁
少
年
活
動
の
線
設
設
備
と
泌

時
代
に
向
け
て

P
Hや
年
の
内
M
A
W

の
智
加
を
促
巡
し
、
地
域
ぐ
る
み
営
者
湾
施
し
て
い
ま
す
。
丸
山
中
♂
年

と
液
?
を
地
返
す
る
こ
と
が
必
的
行
成
活
品
開
に
努
め
て
い
ま
す
。
活
動
の
州
市
八
と
し
て
、
古
少
交
ぷ

混
ぜ
え
ま
た
、
京
総
・
地
域
数
行
一
資
生
年
指
摘
噌
者
押
捺
成
}
館
山
行
効
一
術
的
を
M
附
っ
て
い
ま

行
少
年
燃
匂
高
の
出
向
成
及
び
昨
叫
す
。
織
山
内
子
ど
も
の
家
と
み
な
と

絞
め
向
上
を
拘
る
た
め
、
汗
少
年
児
ポ
館
で
は
、
地
域
的
子
供
た
お

間
体
、
丹
市
/
年
行
成
似
体
等
と
と
が
、
余
縦
時
凶
を
有
涼
訴
に
過
ご

も
に
、
抗
議
お
印
刷
枕
怖
を
山
品
交
し
、
し
て
い
ま
す
。

抑
制
導
諸
問
少
威
光
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
び
わ
符
少
年
の
家
は
、

{
問
問
修
溶
融
制
、
体
験
学
習
的
推
進
}
宿
泊
削
版
作
、
パ
少
部
交
流
の
場
と

Nhy年
活
ぬ
の
主
役
は
、
川
口
少
し
て
、
子
供
た
ち
に
初
閉
山
さ
れ
て

村

r
n
H々
で
あ
り
、
一
人
一
人
が
役
制
的
い
ま
す
。

P

F

ト
¥
出
し
判
仙
を
が
っ
て
い
く

ω
は
行
中
玩
で
す
G
f品
川
し
た
ち
を
、
一
人
前
心
役
会
人
と
仕
る
ま

仇
仁
川
ザ
り
山
口
て
る
り
辻
、
-
釈
で
品
り
ト
ヘ
人
の
点
町
内
で
す
。
今
は
抽
出
交
の
時
代
、
間
悩
例
的
同
今
後
化
山
時

代
と
い
わ
れ
、
子
供
た
九
ば
人
也
知
明
ヰ
篠
山
し
に
く
い
時
代
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
九
九
し
か
し
、

総
と
し
て
い
〈
人
と
し
と
、
子
供
に
M

却
す
る
沢
任
を
然
た
す
た
め
、
口
取
得
の
終
力
を
は
ら
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
点
や
判
的
仰
は
手
口
成
は
、
令
市
民
的
ぷ
m
胞
で
あ
り
、
解
決
す
る
に
は
家
山
地
は
も
と
上

守
、
々
門
的
問
山
内
一
体
、
段
級
全
体
が
vhrを
一
ね
ん
守
、
巾
血
液
川
山
川
知
的
仰
げ
う
大
与
な
線
二
広
げ
て
い
く
守
山
C

が
一
八
切
で
す
n

そ
れ
で
は
、
市
川
が
行
人
引
か
の
縦
令
行
成
に
取
。
総
ん
で
い
る
内
総
、
一
叫
ん
ん
汚
成
間
間

同
時
間
体
的
抑
制
介
で
修
一
会
務
、
忠
信
路
子
山
の
印
加
介
へ
向
日
間
〉
を
し
主
し
よ
う
。
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子
持
問
た
ち
が
、

境
変
作
り
出
す
d

之
と
。
こ
の
こ
と
は
、
抽
地
域
社
会
に
お
け
る
大
人
の
義

務
で
す
。
筋
肉
の
各
地
一
廷
に
は
、
出
荷
少
年
を
見
守
っ
て
い
る
発
少
年
縫

全
世
間
出
掛
弱
体
、
か
い
く
つ
か
あ
り
、
終
え
ず
抽
出
mw間
出
体
と
の
遼
綴
夜
期
間
に

し
な
が
ら
拝
四
時
到
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
地
域
の
誇
少
年
た
ち
に
州
却

し
潔
い
愛
矯
を
も
っ
て
議
し
て
い
る
図
体
を
紹
介
し
法
す
。

メ
ン
バ
ー
は
自
治
会
、
小
・
中
・

筒
等
学
校
教
員
、
役
会
部
磯
崎
伊
化

潟
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
務
少
年

機
導
員
同
1

保
護
明
町
、
湾
少
年
指
導

ぬ
な
ど
の
方
々
で
構
成
さ
れ
、
新

し
い
疑
問
凶
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
体
と

す
る
市
民
越
激
の
核
と
し
て
閥
期
待

て
の
協
力
の
ほ
か
、
抽
出
城
の
出
け
や

年
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
i
シ
H

ン
を

大
切
に
し
、
由
民
き
抑
制
談
相
W
守
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一年〉



が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
議
叫
邸
内
容
は

日
中
学
一
校
広
の
各
地
区
溜
少
年

紬
開
会
明
日
連
絡
協
撃
事
代
表
3

人
ず
っ
、
合
計
何
人
で
組
蜘
糊
さ
れ

て
お

p
、
普
段
は
各
思
議
区
」

と
位
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

溺
鰯
を
行
っ
て
い
ま
す
。
(
綾
畿

W
T
一概市中時一
4

一校民ゐ
w
h
y
年
健
全
体
で
相
官
一
に
描
袖
怖
を
深
め
な
が
ら
指
導
、
総
瀦
金
、
ス
ポ
ー
ツ
大

脊
成
漣
絡
協
議
会
は
、
町
内
会
、
背
少
年
の
健
全
明
開
放
、
非
行
化
防
A

昔
、
学
務
会
、
機
関
誌
mu
発
付
な

学
校
を
は
じ
め
、
期
間
少
年
間
開
係
樹
止
に
狩
め
て
い
ま
す
。
ど
)

円
切
な
唱
え
今
日
、
協
力
会
得
て
、

v
H少
年
を
取

η議

行
少
年
を
取
り
く
糠
袋
完
殺
を
相
制
強
)

品
甘
く
役
会
疎
地
引
・
静
化
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
で
、

は
事
緑
化
し
て
新
し
い
約
制
刊
を
提
供

い
ま
す
。
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後
濯
を
行
う
な
ど
、
嚇
N
h
y
年
健
全

育
成
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
子
ど
も

A

曹
は
二
百
十
九

あ
り
、
小
務
&
刊
の
ほ
と
ん
ど
4
官
民

が
加
入
し
て
い
ま
す
O

M

M

人
か
ら
成
る
狩
少
得
総
議
民

党

活

動

内

容

は

滋

絡

協

議

会

が

総

織

さ

れ

て

お

お

小

学

校

区

の

各

地

成

子

ど

も

り

、

普

段

は

各

中

学

校

箆

単

位

で

会

育

成

巡

絡

協

議

会

的

代

議

に

よ

活

動

し

て

い

ま

す

。

ηJ
平

手

渡

が

総

帥

糊

さ

れ

て

お

り

、

・

潟

常

毅

ぷ

指

導

(

休

目

口

、

祝

泊

、

近
年
の
子
供
数
の
減
少
、
生
務
機
符
少
年
の
非
行
を
米
然
に
防
ぐ
宵
少
年
の
非
行
を
惜
別
ぐ
に
は
、
上
級
日
を
除
き
毎
日
μ
実
総
日

式
の
弗
晶
仰
化
な
ど
は
よ
る
社
会
澱
た
め
、
銃
撃
療
の
み
な
ら
ず
一
潟
辺
関
間
関
関
汀
勤
を
F4織
に
発
見
し
、
平
@
特
別
説
明
即
時
綴
導
(
七
夕
ま
つ
引
、

墳
の
開
設
を
考
え
、
学
校
や
家
臨
時
地
域
を
含
め
て
巡
閲
指
噂
す
る
の
期
に
綴
噂
す
る
こ
と
が
溜
ま
れ
ま
花
火
大
会
、
統
周
辺
な
ど
)

で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
体
験
学
が
鳴
門
少
年
補
導
災
で
す
。
す
や
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
街

瑚
閣
の
機
会
を
婚
や
す
活
動
を
行
ヲ
ペ
Z
Rヤ
九
二
マ
9
6

て

い

ま

す

句

〈

子

ど

も

会

文

化

議

幾

重

幾

重

重

量

議

霊

S
~
f
J
5
4
j
e閥
次
郎
同
月
J

、
金
替
の
午
前

護
会
、
宗

1
2妻
、
議
議
議
採
警
護
欝
議
鰻
瞳
護
イ
中
古
狩
3
J
F後
4
持
{
f

昔
話

芸

術

子

ど

も

品

耐

震

喜

も

会

議

案

て

い

る

を

ZaWAifど
も

整

額

態

語

欝

饗

装

了

一

一

の

午

前

夜

護
士
平
子
逮
)
は
、
子
ど
も
会
子
ど
も
ム
訟
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
会
総
場
、
安
全
教
管
の
徽
縁
、
平
議
議
熔

7
襲

警

護

懇

談

議

議

緩

ふ

や

じ

・

山

地

出

納

M
2
4
七一一一一一

叩
ゆ
J
A
i
-
一ゴ
l
l

…叩j
U
1山
一
九
ぺ
山

i
J
1…
九
一
品
川

i
j
J
J持
な

ど

一

氏

悩

み

ご

と

や

山

間

配

ご

と

を

受

惚

相

談

は

平

日

常

時

襲

し

、

家

媛
、
変
緩
指
導
か
ら
の
制
制
緩
を
は

トビ

e

相
摘
に
滋
激
し
て
い
ま
す
。
て
活
動
し
て
い
く
た
め
の
研
笈
古
物
校
約
に
を
小
札
、
加
が
不
自
治
況
へ
と
逃
い
や
ら
ね
ば
な
ら
な
く
じ
め
、
学
校
、
禁
制
な
ど
か
ら
の

ヤ
J

ん
F
喜

Z

警
で
は
、
子
ど
も
害
被
な
な
ど
が
あ

P
ま
す
。
(
レ
ク
リ
エ
な
く
行
っ
た
き
の
雲
説
法
、
な
っ
て
い
ま
す
。
室
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
営
手

監

害

章

由

#

ど

へ

り

派

慾

剣

授

も

定

殺

し

、

小

l
シ
ヨ
ン
鱗
期
商
会
、
野
外
出
削
勤
時
削
と
も
す
れ
ば
怒
い
や
り
や
認
紛
刀
こ
の
よ
う
在
状
滅
的
中
で
、
行
る
ほ
か
、
修
伐
の
縦
し
い
ケ
i
只

学
生
の
あ
こ
が
れ
む
持
見
事
ん
、
枯
陣
営
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
に
欠
陥
り
、
精
神
一
回
で
の
溺
さ
を
持
少
年
設
で
は
符
少
年
の
発
汀
を
米
は
、
中
央
伊
京
総
設
所
な
ど
出
場

ジ
ュ
ニ
ア
e

ワ
l
グ
1
ズ
ク
予
知
妨
害
ん
、
ま
た
は
子
ど
も
会
役
つ
ど
い
、
人
形
劇
総
務
会
、
伸
明
治
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
然
に
紡
ぐ
た
め
狩
少
年
相
談
窓
(
市
問
機
関
と
巡
絡
骨
と
り
な
が
ら
お

ブ
は
昭
和
五
十
七
年
に
組
織
さ
ぬ
の
級
も
し
い
パ
ー
ト
ナ
i
と
し
研
修
会
、
年
間
附
反
省
会
な
ど
)
さ
ら
に
、
背
少
年
を
取
世
帯
u
く
箆
セ
ン
タ
i
一
一
締
)
を
設
け
、
品
目
持
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

れ
、
寸
法
か
な
経
磁
」
者
合
い
mU

て

活

抑

制

し

て

い

ま

す

。

役

会

に

悶

闘

を

向

け

て

み

る

と

、

そ

少

年

の

繍

み

や

習

し

み

、

ま

た

不

必

近

の

非

行

パ

タ

ー

ン

と

し

て

い
ジ
ユ
ニ
一
戸
リ
j
タ
i
z

シ
一
一
戸
り
る
j

時
い
れ
ば
肝
二
引
い
持
続
れ
い
別
れ
れ
ば
い
い
以

ジ

f
一
ア
・
ワ
i
ダ
ー
を
拡
業
化
な
と
、
れ
が
h
u
と
貯
ま
ざ
る
と
に
ど
の
相
議
窓
口
を
同
開
設
し
て
い
歩
後
一
y
y
ナ
l
情
期
間
品
問
問
へ
と
発
緩
す

子
ど
も
会
な
ど
で
、
リ
ー
ダ
ー
も
品
目
行
容
認
参
泌
す
る
ほ
か
、
市
し
て
か
ら
も
、
間
引
き
続
き
ジ
ュ
ニ
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
ル
殺
し
い
状
す
。
る
ケ
i
ス
が
多
に
こ
の
傾
向
は

と

な

っ

て

議

す

る

?

譲

伎

の

行

っ

て

い

る

保

護

液

体

験

@

ア

場

リ

ー

ダ

ー

暴

行

な

が

ら

穏

忠

義

警

の

葉

市

内

容

に

も

を
ジ
ュ
ニ
ア
・
ソ
ー
ダ
ー
と
い
い
な
ど
の
符
少
年
社
会
事
一
郎
溺
業
も
勤
し
て
い
る
方
を
u
y
m
一
ア
・
リ
i

潟
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

k
ソナ

ま

す

。

進

め

て

い

ま

す

。

ダ

!

と

い

い

ま

す

。

中

学

生

に

つ

い

て

の

栂

総

件

数

が

年
間
間
を
過
し
て
各
械
は
の
子
友
会
リ
i
ダ

ー

に

な

る

じ

は

大

哉

ち

品

数

は

刷

唱

え

て

お

れ

ソ

、

女

子

の

場

合

は

、

中
学
1
a
2年
金
で
、
ジ

f
一

現

在

幻

人

(

学

生

初

入

、

弘

司

会

特

に

そ

め

ダ

メ

ー

ジ

が

大

き

い

の

ア
仰
け
ソ
i
F
i終
成

綴

捌

門

会

記

事

人

幻

人

〉

で

、

火

夜

、

勾

配

さ

れ

る

状

況

と

い

加

し

、

修

了

す

る

こ

と

が

必

議

と

え

ま

す

。

な

り

ま

す

。

次

に

、

身

上

向

同

閣

で

は

m
M
校
撚

一
命
や
家
綴
間
関
係
、
泳
即
時
市
川
議
カ
が

多
い
も
の
の
、
減
こ
ろ
で
は
い
じ

め
に
常
識
が
加
わ
る
よ
う
な
媛
数

に
わ
た
る
縮
決
が
多
く
、
そ
の
傾

向
は
ま
ず
ま
ず
強
く
な
っ
て
い
ま

( ) 
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と
励
ん
で
い
ま
?
。
た
め
は
間
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

タ
1
公
磁
の
中
記
、
平
塚
市
汗
少
山
山
y
年
の
み
な
在
ん
、
ご
初
刻
は
、
総
合
公
間
か
ら
遊
間
問
、
間
川
崎

宏
識
が
あ

2千
二

議

で

は

く

だ

ご

。

方

衛

ヘ

ハ

イ

キ

ン

グ

売

し

ま

し

た

。

押H
h
r匁

活

動

的

拠

点

と

し

て

、

八

特

に

、

級

協

の

ほ

袋

帯

せ

は

住

職

患
な
務
畿
の
紹
介

+
4取
り

の

サ

!

ク

ル

間

体

が

文

化

か

ら

コ

徳

川

川

家

成

ゆ

か

れ

ソ

の

中

市

」

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
動
、
レ
官
親
子
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
の
論
議
音
曲
聞
き
ま
し
た
。

ク
リ
エ

l
シ
a
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
に
綴
と
予
の
ふ
れ
あ
い
を
潟
め
る
官
h
y
年
少
女
鍵
術
教
窓

小
崎
妄
を
対
向
棋
に
附
路
閥
、
総
関

粘
土
と
綴
の
広
い
ふ
術
貼
料
金
を
問
問

媛

ど

ト

つ

に

な

ン

ヤ

期

闘

会

ミ

シ

綴

会

ド

。

の

、

パ

す

邸

時

灘

、

出

品

演

茶

球

え

器

、

占

日

制

使

楽

滋

、

に
一

鰻

滋

ご

穏

剣

な

b
コ

、

ノ

『

ν

言

明

畑

一

恥

醜

噛

叶

1

U

E

時
小
道
ボ

搬

w
o臨
時
一
問
い

蕊

]

議

す

α問
問
鑓
パ

広

帥

問

楽

替

案

利

湾

、

白
河
期
自
い
和

C
体

ン

ベコ
I
l
l
l
a

暫

窃

窃

文化センター金額内にある平理常務少年金銭

い
て
い
ま
す
。
今
年
は
絞
鰯
で
作
!
レ
ン
ス
へ
も
賊
ワ
ま
し
た
。

っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
大
好
N
f
口
育
会
舘
ま
つ
り

ー

減

議

議

襲

撃

臼

ご

ろ

会

館

長

服

し

て

活

動

?

轟

欝

襲

撃

し

て

い

る

サ

ー

ク

ル

の

襲

と

、

襲

撃

襲

撃

鋭

機

鰯

ふ

れ

あ

い

決

署

員

品

管

事
燃
は
鱗
鶴
勝
機
鰭
諸
島
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
語
、
の

葬

場

鱗

欝

畿

ン

ヤ

灘

、

妻

子

J
棄

や

襲

撃

J
鞠
滋
縁
機
緩
緩
畿
今
開
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ラ
ス

縛
鱗
総
鱗
綴
畿
懇
ん
や
パ
ン
ド
泌
潔
も
行
わ
れ
、
一
一
回

向
務
懇
綴
幾
畿
仰
向
楽
し
く
湖
こ
し
ま
し
た
。

ザ
一
機
幾
織
機
織
れ
銭
高
と
し
て
パ
ネ
ル
方

法

襲

撃

饗

引

ス

カ

ツ

シ

沼

ン

品

警

れ

ま

し

一
議
機
襲
撃
綴
た
。

1

7

F

、
露

骨

h

韓
間
一
一

J

W

。

分

間

川

腕

前

油

器

開

制

等

ル

の

す

m

u
労

一

え

麟

ン

グ

ど

で

憾

即

尚

割

問

剛

院

円

出

話

、

な

場

封

、

正

に

M
崎
、

y

隊

総

の

一

時

し

〔

口

湖

淵

ど

約

一

筋

溜

珊

由

時

打

げ

吋

」

の

燐

な

問

削

工

。

、

学

Q

一
あ
化
〉
一
一
的
弱

糊
畑
山
山
一
的
抑
制
門
口
一
洲
町
」
繍
一
四
引

恥
能
心
問
団
針
。
町
一
一
四
一
回
一
側
関
抑
制
一
山

総
路
弘

f
?み
織
間
以
諮

M
U

、
直
草
川
出
合
同
ば
で
伽
関
臼
館
会

植
細
]
窓
会
費
口
窓
会
窓
一
時
室
跨
門
口
の
問
問
年

讃

港

会

期

閣

で

訟

の

術

称

習

館

鶴

も

附

少

柔
之
輔
調
講
間
同
会
世
帯
薬

C
学
問
間
体
ど
臼
脇
陣

e
i
穆

ゆ

品

切

穆

0

0

こ
の

O

3 
之
4る
議長

室
g 

i 
審
会
場事
φ 
母島

g 
i 
dる

雪
辱

議
室
4t 
毒事
4t 

i 
4t 

ぎ
る
や
暴

露
4t 
み

議主ニず五 策た折事rr~玉"を 3量子f ♂
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4t 
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幸
必
要事
必
要事

皇
室主な髄設
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甘
晶
体
み
を
祁
潟
し
て
、
鰯
総
務
官
制
ア
メ
ザ
力
会
衆
醐
出
口

l
レ
ン
ス
議
へ
ぷ
開
少
年
海
外
派
遊
間
関
」
が
銭
関
し
、
官

そ
の
方
法
を
知
る
こ
と
が
J
よ

ー
レ
ン
ス
語
録
少
年
と
交
械
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
り
火
切
だ
と
い
う
と
と
を
官
り

の
機
怒
文
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
綴
介
し
ま
す
。
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
ぶ
止
と

市
山
一
様
統
で
し
た
。
は
策
し
い
と
車
内
ひ
在
感
芯
た
の

終
を
大
切
に
、
内
問
分
を
大
切
で
す
。

に
、
田
畑
り
の
人
在
大
切
に
す
る
、
今
私
が
選
択
し
よ
う
と
し
て

そ
の
金
書
方
は
、
日
本
の
社
会
い
る
乙
れ
か
ち
の
米
来
は
、
人

で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
生
時
中
で
た
っ
た
一
度
し
か
あ

宰
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
佐
代
の
り
ま
せ
ん
。
一
人
的
人
織
と
し

日
本
人
法
議
が
よ
く
、
臨
時
い
人
て
、
嗣
泣
か
な
入
念
を
送
る
た
め

制
日
少
年
一
行
成
関
係
名
で
す
。
問
問
時
子
ど
も
の
裁
の
畿
内

家
庭
先
波
は
、
学
校
か
ら
絞
綾
子

ど
も
の
時
半
笠
利
附
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
「
地
域
の
子
供
た

子
ど
も
の
家
は
、
子
供
に
伸
び
せ
、
子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に
縫
ぬ
く
も

p
由
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
ち
は
、
地
域
で
見
守
ワ
持
て
よ
切
っ
」

伶
び
と
し
た
遊
び
机
帽
を
与
え
る
と
や
か
に
明
日
つ
こ
と
を
絞
っ
て
開
設
(
丸
太
小
媛
〉
建
築
で
す
。
を
総
本
に
、
地
犠
の
A
H
少
押
な
行
総

と
も
に
、
遊
が
を
巡
し
て
お
主
性
、
し
て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
小
学
生
、
総
体
に
よ
る
務
協
議
以
会
で
W

説法

制
慾
夜
、
逮
護
「
い
を
身
に
付
け
3

機
内
子
ど
も
の
総
は
、
木
の
出
品
韮
、
付
苦
添
い
の
い
る
幼
児
、
さ
れ
て
い
ま
す
の

閣
制
謀
、
第
二
抽
出
関
と
し
て
山
内
1
1

念
展
北
側
聞
に
「
山
城
子
ど
も
の

家
…
を
ゆ
純
一
設
中
で
す
。

楽
L
い
遊
具
の
あ
る
広
場

主な議室競

争71/イ)[，ーム〈委事2まの錦、多に{妥鰐〉

窃喜望号室塁塁 C1000ffil勉強もでききます〉

@アスレチックス〈塁塁綬獲を車、穏〉

e迷路(床下制調〉

争遂主要(すべり台、タイヤブランコ、

ネット、メ{コディステヅブ、ゆらゆら矯等〉

多 1¥lJとりこコーナー〈トランプ、オt?o、将持者

等ができます〉

。草書館待問 中 1む3寺-178寺
体8 g~寺-17録

。休館日喜善38!襲
。綴F甘さ子どもの家 主子254sj2塚市構内2517

言思議 53-1430 

中
出
回
裕
薬
害
ん

私
獄
、
口
i
レ
ン
ス
に
お
い

て
多
く
四
人
と
出
会
い
ま
し
た
。

私
を
兇
て
、
線
放
な
築
制
闘
で
糊
蛾

乎
し
て
く
れ
る
入
、
滋
り
す
が

み
な
と
市
川
和
品
附
加
は
、
同
市
ι慌
の
総
め
、
マ
ジ
ッ
ク
教
山
地
、
ゆ
び
人
形

金
な
心
h
f味
付
で
、
何
同
聞
が
授
か
に
刻
、
子
保
り
絵
木
純
一
門
会
、
宇
球

な
る
よ
う
に
と
耐
開
設
し
て
い
ま
す
。

自
主
語
設
、
子
供
た
ち
に
奴

か
ん
悩
心
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
う
た
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